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対象国との対話の

場の設置 
対象国での基本的

な技術ニーズの把

握 

対象国の環

境汚染状況、

対策、法令に

関する情報

環境対策促進のため

の規制・人材・技術の

パッケージの考え方

についての検討 

 

対象国の環境課題

への適用可能性が

ある国内技術の把

握

対象国でのプライ

オリティの高い環

境課題へより有効

な対策技術の適用

可能性検討（現地

研究機関との技術

開発等を含む）

対象国での具体的なパッケージ展開プログラ

ム（政策課題、規制等の見直し、環境技術の展

開・人材開発等のロードマップ）作成 

対象国での具体的なパッケージ展開プログラ

ムの試行実施 
（規制案作成、技術ガイドライン作成、人材開

発等の支援） 

プログラムの評価・見直し 

ワークショップ・環

境技術展の開催計画

作成、参加主体への

呼びかけ

対象国における具体的な

環境技術の実証・認証制

度作成支援 

ワークショップ・環

境技術展等の開催 
 
（パッケージの考

え方、パッケージ展

開プログラムの提

案、技術適用可能性

検討結果等の紹介

を含む） 

他のアジア諸国への展開 

資料 1-1 別添 

国内外の

実施体制

の検討 

対象国における規制等の見直し・人材開発の進展

アジア標準

化の内容・

推進体制の

検討

アジア標準化の推進

対象国における環境対策技術の普及・展開

国内企業・対

象国への情

報提供 

情報の更新 

対象国への

働きかけ 

対象国における

環 境 技 術 の 実

証・認証（品質

保証）の仕組み

の検討 


